
(ｴ) 磐田市教育委員会

１ 推進校への支援計画

⑴ 推進校を含む市全体への支援

アプリケーションの共有機能、学習ドリル等に係る研修を実施した

５月 Google コアプラス研修（Google 社）

（対象：コンピュータ教育研究委員（各校１名））

８月 eライブラリ（学習ドリル）の活用（Lines 社）

（対象：コンピュータ教育研究委員（各校１名））

Google コア研修（Google 社）

（実施校：磐田北小、豊岡北小（夏季校内研修））

２月 情報セキュリティ研修（NTT 西日本）

（対象：コンピュータ教育研究委員（各校１名））

⑵ 推進校への支援

ア 学校教育課指導主事による訪問

・学校教育課指導主事が訪問し、研修に参加した。また、研修主任への助

言等を行った。

イ 推進校授業公開に向けた協力体制

・富士見小の公開授業において、市教委が他市町参加職員の窓口となり、

連絡調整を行った。

・城山中の研究発表会において、事前準備（指導案の検討、参加人数の調

整等）、当日の補助（受付、駐車場等）を行った。

ウ 推進校の要請により、ＩＣＴアシスタントの派遣

・磐田市が任用するＩＣＴアシスタントを推進校の要請に応じて派遣し

た。

エ 推進校での端末使用に係る環境整備

・各教室の電波状況を確認し、よりよい通信環境を実現するため、契約業

者と連携し調査、改善を進めた。

２ 研究成果等の周知について

⑴ GIGA スクール構想下における授業改善の取組の広報

推進校おける研究の取組を基に、磐田市が目指す授業の方向性、今後の端

末活用等を取りまとめた掲示物を作成し、市役所西庁舎に掲示した。（別紙

資料１）

⑵ 磐田市立城山中学校の教育研究発表会の知見共有

城山中での教育研究発表会に、コンピュータ教育研究委員が悉皆参加し、

参観した授業について、効果的な場面及び自校に伝達したい活用例等を報

告書にまとめ、各校に送付した。（別紙資料２）
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３ その他

⑴ 端末活用に係る連携及び推進

ア 市教委と業務委託を受けた業者が、情報共有及び保守機の管理等につ

いて連携することで、各校からの端末の破損及び不具合に対し、迅速に対

応する体制が維持された。

イ 様々な理由から教室で授業を受けることができない児童生徒に対し、

端末の利活用を促し、端末を通して児童生徒と学校との新たなつながり

が見られた。

⑵ 磐田市学力向上委員会の提言及び保護者リーフレットの配付

ア 児童生徒質問紙から得られた児童生徒が授業で端末等を使う場面の割

合が全国平均を大幅に上回っている結果を基に、端末が学習の基盤にな

っていることや今後も端末活用を研究推進していくことを広く周知した。

⑶ 端末活用調査結果の送付

ア 「学校における ICT を活用した学習場面（教育の情報化に関する手引

き（追補版））」を基にした端末活用状況調査（年４回）を実施し、結果・

考察を各校に送付した。また、各校のコンピュータ教育委員による端末活

用実践事例を取りまとめ、各校に送付した。（別冊）

93



別紙資料１
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別紙資料２（＊１ページ目のみ抜粋）
■磐田市立城山中学校の教育研究発表会の知見（令和４年 10月 27 日）
〇体育の授業でも ICT 機器の活用の幅を広げられることを実感した。各生徒の端末の中にマット運動の師

範動画を入れたり、振り返りの枠を作ったうえで配布したりすることは、小学校の体育の授業でも可能

だと感じた。

〇端末を見ることが多くなると、クラス内の良い手本となる友達がいることに気が付きにくい。映像より

実際のものを見たほうがよい時には、教師の声掛けが必要だと感じる。アナログとデジタルのバランス

はとても大切だと感じた。

〇体育の授業で ICT 機器を使用するにあたり、運動量を確保することが課題として挙げられる。今回の授

業では、時間内に振り返りをしたが、分散会では放課後に端末を持ち帰り家庭学習として取り組ませる

方法もあるという意見が出た。意図によってどちらが良いか変わるため、よく吟味して選択したい。

〇校内の担任間で、ICT 機器の使用頻度に大きな差が出てしまうことは現状の課題と感じるため、それを

埋めるために、今回得られた知見を伝達していきたい。

〇はじめに行った既習表現の確認がとても丁寧だったと思った。Warm-up の会話でセンテンスを一つ提示

するだけで続けて話をすることができる生徒が多くいた。今までの既習表現を理解できていてすごいと

思った。

〇活動に入る前に"have to""must""should"の表現の復習をしたときに寿司の写真と簡単な文を提示して

「これだと物足りないよね」と投げかけ、子供たちに相手の外国人にもっと伝えるためにはどうしたら

よいのかを考えさせていたのがよいと思った。

〇ロイロノートの共有ノートを使っているところを初めて見た。今まで jamboard を使って私も共同で学習

することはあった。しかし、ロイロノートの方が通常ノートを使う機会も多いため、使い慣れていると

感じた。付箋を使ってすごろくを作るというアイデアがとても面白く、子供たちも意欲的に取り組んで

いた。

〇前時までに作ったマスの英文は様々な表現を使っていて既習表現が身に付いていると感じた。すごろく

のマスを作る時にタブレットの翻訳機能を活用している生徒もいた。分からない時に自分自身で考え、

単語や表現を調べているのがよいと思った。

〇分散会でデジタル教科書の活用方法について教えていただいた。単語や分を隠す機能があり、それを使

ってリーディングする時にタイマーなどで時間を設定することで今自分がどのくらい理解できているの

か振り返ることができる、という話を聞いたので、デジタル教科書の活用方法をもっと知りたいと思っ

た。

授業を見学させていただいた中で最初に感じたことは生徒がルールをよく守っていることです。ほぼす

べての生徒が授業が始まる前からパソコンを準備していることはもちろんですが、誰も勝手にいじること

なく先生の話を聞いていました。普段からのルールの呼びかけや教室自治の環境づくりを徹底してきたこ

とが伺えました。

PC を活用の利点ですが、用紙を用意しなくても良いという点です。関数の分野では、本時に扱うことに

適したグラフ用紙を事前に用意したり、かいたグラフをハサミで切り抜きノートに貼る作業がありました。

本授業では、作図描画アプリを用いることで座標軸上に点をかいたり、１点もしくは２点を通る直線を作

図したりすること時間的猶予が生まれ、結果本来取り組みたい考察の時間を確保できていました。

また、データの活用の単元における研究実践例では、生徒自らが調べたい事柄を Googleform を活用して

データを集め、自身の主張に適した代表値を用いて説明するといった内容がありました。自身がデータを

収集し、考察し、発信するといった活動は、学習面だけでなく総合的な学習の時間の活動や、委員会活動
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学力向上推進事業

学 力 向 上 推 進 協 議 会 報 告 書

～GIGA スクール構想下での資質・能力の育成に向けて～

令和５年３月

静岡県学力向上推進協議会


